
第５学年１組 道徳学習指導案 

     

               日 時 平成 24 年 11 月 28 日（水）5 校時 

         指導者 教諭 須藤 啓太 

       場 所 ５年１組教室 

 

 

１  主題名  郷土を愛する心   ４－（７）郷土愛，愛国心  

 

２  資料名  「二人の久兵衛さん」  （自作資料）  

 

３ 主題設定の理由 

 

（１）価値について  
本主題は学習指導要領の指導内容「４  主として集団や社会とのかかわり

に関すること」の「郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知

り，郷土や国を愛する心を持つ」を主な内容としている。  

現代社会では核家族化が進み，代々同じ地域に住み続けている家庭は減少

傾向にある。それに伴い，地域に対する所属意識や自分の地域について知る

機会は減少し，地域に根付く文化も失われつつある。自分の生まれ育った郷

土は，自己の形成に大きな役割を果たすとともに，一生に渡って精神的支柱

になるものである。郷土についてよく知り，愛していくことは，人間として

よりよく生きていくために大切なことである。  

高学年においては，郷土についての愛情を持つだけでなく，自分から積極

的に地域に関わり，次世代に引き継いでいこうとする姿勢を育てていくこと

が大切である。本時では，仙台市民の健康の増進のために八木山の開発に尽
力してきた八木久兵衛さんを取り上げ，八木山の開発への思いや努力につい

て触れることで，郷土に対する深い思いに気付かせ，郷土を大切にしていこ

うとする心情を育てたい。  

 

 （２）児童の実態について  

 

 

 

 

 

 



（３）資料について  

 ① 資料名「二人の久兵衛さん」（自作資料） 

 ②［中心価値］４－（７）郷土愛，愛国心 

  ・関連価値  １－（２）不とう不屈 

         ４－（４）勤労，社会への奉仕 

③  本資料は，仙台市民のために越路山 (今の八木山 )の開発に尽力した４代目八

木久兵衛さんと５代目八木久兵衛さんの努力について取り上げた自作資料であ

る。 

    大正時代「紅久」という会社を経営していた４代目久兵衛さんは，当時はや

っていた結核の患者を救いたいという思いから，人々の健康のために，紅久の

資産を使い越路山に公園や施設を造ろうと決意する。しかし，志半ばで４代目

久兵衛さんは亡くなってしまう。会社を継いだ５代目久兵衛さんは，先代の意

志を継いで越路山に施設を造ろうとする。しかし，当時は不況や凶作で紅久も

その影響を受けていたため，周りからは反対の声があがった。５代目久兵衛さ

んは本当に越路山の開発を進めるべきか思い悩むが，最後には遺志を貫き，八

木山に野球場などの健康のための施設を完成させるという内容である。 

    指導に当たっては，５代目久兵衛さんの開発への思いを中心に考えさせてい

く。最初に４代目の遺志を継ぐことにした５代目の気持ちを問うことで市民の

ために４代目の仕事を引き継ぐことにした思いに気付かせる。中心発問では，

当時は不況や凶作の影響を受け，周りから反対の声があがる中，久兵衛さんは

開発をするべきか止めるべきか思い悩んだ末に，開発をすることを決断したこ

とを考えさせる。価値把握の段階では，野球場開きの日，５代目久兵衛さんは

開会式で満員の観客の前に立ち，仕事を成し遂げた達成感を感じていたことに

共感させる。久兵衛さんの気持ちを追う中で，市民のために越路山の開発を行

った久兵衛さんの強い思いをとらえさせたい。  

 

４ 研究の視点と関わる指導の手だて 

 

【視点１】一人一人の感じ方や考え方を生かしながら道徳的価値の自覚を深める指導

過程の工夫 

○児童の思いを引き出す資料分析や提示の工夫  

・郷土愛の価値に関する主人公（５代目）の思いをとらえやすいように一貫して

主人公の気持ちを考える発問構成にする。  

・適宜場面絵を提示して児童の思いや考えの補助になるようにする。  

○中心発問での話合いの工夫 

・多様な価値観を引き出せるような中心発問を設定し，久兵衛さんの仙台市民の

ために開発を進める思いに共感させる。  

・中心発問では，多様な価値観を引き出すために，４代目の開発への思いを問う

補助発問や，児童から出た価値観を更に深めるための切り返しの発問を行う。 

・児童が出した価値観の違いを明確にし，整理して児童に提示することで，より

高い価値観に気付かせる。  

○自己を見つめる展開後段の工夫  

・自分の住む八木山で大事にしたいところはどんなところか，そしてそれはなぜ

かワークシートに書かせる。じっくり書く時間を取り，改めて郷土の素晴らし

さを見つめさせる。  



【視点２】豊かな体験活動や他の教育活動との関連を図った指導の工夫 

  ○体験を生かす指導の工夫  

    ・児童は勤労生産奉仕的活動の中で八木山動物公園へ行き，清掃活動を行った

り，学校行事の地域防災訓練に参加したりしている。地域へ出て，施設を見

たり，人々と触れ合ったりする経験の中で，自分が八木山の一員であること

を意識させていく。  

   ○各教科等との関連を持たせた指導の工夫 

・総合的な学習の時間で，八木山動物公園がある場所には野球場があったことや

開発には八木久兵衛さんが関わっていることを学習している。その学習を振り

返らせ，本時の資料にスムーズに入っていけるようにする。  

 

５ 体験活動や他の教育活動などとの関連構想図  ※別紙１ 

 

６ 本時の指導  

（１） ねらい 

郷土の発展に尽くした先人の努力を知り，郷土を愛し，大切にしていこう

とする心情を育てる。  

（２）学習指導過程  

段

階 

学習活動と主な発問  

◎中心発問 ○主な発問 

予想される児童の発言や心

の動き 

指導上の留意点 

※評価の観点 

導

入 

⑤ 

 

１  八木久兵衛さんの胸像

の写真を見せる。  

○この人はだれだと思い

ますか。 

・八木山動物公園にある。 

・動物公園を作った人だと

う。 

・八木山をつくった人。  

・八木久兵衛さんに

ついて簡単に説明

し，資料への関心

を高める。 

 

展

開

前

段 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ｢二人の久兵衛さん｣を

読み，話し合う。  

 

（１） 

○５代目久兵衛さんはど

んな気持ちで４代目の

仕事を引き継いだので

しょう。 

 

 

 

 

(２) 

○越路山を開発すること

を決めた久兵衛さんは

どんな気持ちだったで

しょう。  

 

 

 

 

 

 

 

・仙台市民のためにやろう。 

・私がやらなくてはいけな

い。 

・このままでは結核が広がる

から何とかしなくてはな

らない。 

・誰かがやらなくてはいけ

い。 

 

・仙台市民のためにやるぞ。 

・早く造りたいな。  

・みんなの喜ぶ顔が見たい。 

 

・４代目の久兵衛さ

んの思いを簡単に

説明する。 

 

・仙台市民のために

遺志を引き継ぐこ

とにした思いに気

付かせる。 

 

 

 

 

 

・越路山に施設を造る  

ことに決め，夢が膨

らんで いく久 兵衛

さんの 気持ち に共

感させる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

○野球場の開会式で観客

の前に立ったとき，久

兵衛さんはどんな気持

ちだったでしょう。  

 

 

・大変だからもうやめたい。 

・わたしがやらなくてもいい

のではないか。  

・造るべきだと思うが，紅久

を困らせてまで造るべき

なのか。 

・仙台市民のためにこの施設

は必要だから完成させな

くては。 

・四代目の思いを実現しなく

ては。 

・大好きな越路山をみんなの

ものにしたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これでみんなが健康に暮ら

せる。 

・喜んでもらえてうれしい。 

・４代目の思いがかなった。 

・仙台のみんなが喜んでくれ

た。 

 

・中心発問で八木久

兵衛さんの開発を

進めるべきかどう

か葛藤する気持ち

に共感させる。 

・４代目の開発への

思いを振り返らせ

る補助発問や，価

値観を更に深める

ための補助発問を

行ったり，意図的

指名を行ったりす

ることで多様な価

値観を引き出し，

多様な価値観に触

れさせる。 

※仙台市民のために

尽くそうとする久

兵衛さんの思いに

共感できたか。（発

言・表情） 

 

・自分のやりたいこ

とを成し遂げた久

兵衛さんの気持ち

に共感させる。 

 

 

展

開

後

段

⑩ 

３ 自己を振り返る。  

 ○八木山で大事にしたい

ところはどこですか。

また，それはどんな気

持ちからですか。  

・八木山動物公園。多くの人

が楽しんでくれているか

ら。 

・治山の森。自然がいっぱい

あるのがいいから。  

・自然がいっぱいなところ。 

・地域の人が優しい。地区の

祭りでみんな優しくして

くれるから。  

 

・先人の努力につい

てとらえさせた上

で，改めて郷土の

素晴らしさを見つ

めさせる。 

※八木山で大事にし

たいところはどこ

かを考えることが

できたか。（記述・

発表） 

終

末 

⑤ 

４  ゲストティーチャーの

話を聞く。 

 ・郷土への思いにつ

いて話をする。 

 

（３）評価 

◎越路山から遠くを眺

めている５代目久兵

衛さんはどんな気持

ちだったでしょう。  



・仙台市民のために尽くそうとする久兵衛さんの思いを考えることができたか。  

（発言・表情） 

・八木山で大事にしたいところはどこかを考えることができたか。  

（記述・発言） 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ワークシート ※別紙２参照 

 

 

 

８ 資料分析図 ※別紙２ 
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＜別紙１＞ 

体験活動や他の教育活動などとの関連構想図 

 

《教科・領域・行事等》      《道徳の時間》    《□日常の活動・地域連携活動》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

・なかよし活動  

（～１２月） 

６月 

（社）：「米作りの盛ん

な庄内平野」 

（総）：「象の糞で野菜

を育てよう」 

・集団下校訓練  

 

７月 

・八木小まつり  

９月 

 (総)：「八木山で将来

残 し た い も

の」  

10 月 

・野外活動  

11 月 

・学習発表会  

・八木山動物公園清掃

活動 

12 月 

（家）：「ご飯と味噌汁

を作ろう」  

 

１月 

（音）：「日本と世界の

音 楽 に 親 し

もう」 

１１月【郷土を愛する心】（本時） 

「二人の久兵衛さん」  

○郷土の発展に尽くした先人の

努力を知り，郷土を愛し，大

切にしていこうとする心情を

育てる。  

 

 

・私も自分の郷土を大切に

していきたい。  

(価値理解 ) 

１月 【日本を愛する心】  

「正月料理」  

○日本の伝統や文化に対する理

解を深め，日本人としての自

覚と誇りを持って国を愛する

態度を養う。  

・私も日本人として日本人

のいいところを受け継い

でいきたい。 (価値理解 )  

・なかよし活動顔

合わせ  

（町内会長や民生

委 員 と 交 流 す

る。）  

 

 

 

・学区民運動会  

（地域の方と触れ

合う。）  

 

 

 

・連合町内会夏ま

つり  

（地域住民として

参加し地域との

結び付きを深め

る。）  

 

・八木山地区防災

訓練  

（地域住民として

参加する。）  

 

・八木山フェスタ

（地域の行事を盛  

 り上げる。）  

※ 心 の ノ ー ト                         

見つめようわたし

のふるさとそして

その国  

 

 家庭・地域との関連  【地域との関わりを持ち，郷土への思いを深める】  

 家庭 → 道徳授業の公開   学校行事や地域の行事での子どもたちとの触れあい  

 地域  → 学校行事や地域の行事での触れ合い  ゲストティーチャーとしての授

業への参加  

           

 



 

 

道徳ワークシート 
             年   組   番

（             ） 

○今日のタイトルは  

「 二人の久兵衛さん 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あなたが八木山で大事にしたいところはどこですか。また，それはどんな気持ちか

らですか。  

                             

                             

                              

                              

                              

 

 



＜別紙２＞ 
 資料分析図 主題名「郷土を愛する心」資料名「２人の久兵衛さん」（自作資料）【内容項目】４－（７）郷土愛 

＜ねらい＞ 郷土の先人の努力を知り，郷土を愛する心を持つ心情を育てる。 

    【主要な場面】          【心の動き】            【発問】         ＜発問の意図＞      ＜価値＞ 

結核がはやっていた時代，４代目の久

兵衛は，越路山に市民の健康のための施

設を作ろうと思い，越路山を買い取るこ

とにしたが，思い半ばで亡くなってしま

う。５代目の久兵衛は４代目の遺志を現

実のものにしようとする。 

開発当時は不況や凶作の大変な時代であり，

紅久の経営も影響を受けていた。５代目久兵衛

も開発を進めるべきか悩んでおり，周りにも反

対する人もいた。そんな時久兵衛は越路山に登

り，仙台の町や遠くの太平洋を眺めながら思い

悩んでいた。そんな時思い浮かぶのは４代目の

顔だった。 

野球場開きの日，八木山に来る道は大

蛇のように人が歩いて登ってきていた。

集まった観衆は２万３千人。開会式で観

衆の前に立った５代目久兵衛は，初めは

言葉が出なかった。４代目の言葉やこれ

までの苦労が頭の中に駆け巡るのであっ

た。 

・仙台のためにこの施設は必要なんだか

ら絶対完成させよう。 

・作るべきだと思うが本当に正解なんだ

ろうか。 

・こんな施設は作らないほうがいいので

はないか。 

・これはわたしがやることではないので

はないか。 

・紅久を困らせてまでやることなのか。 

・私がやらなくて誰がやるんだ。 

・４代目の思いを実現しなくてはいけな

い。 

 

・みんなのためにやってきて良かっ 

た。 

・これでみんなが健康に過ごせれば

いい。 

・喜んでもらえてうれしい。 

・４代目の思いをかなえられた。 

５代目久兵衛さんはどんな気

持ちで４代目の仕事を引き継い

だのでしょう。 

越路山から遠くを眺めてい

る５代目久兵衛さんはどんな

気持ちだったでしょう。 

野球場の開会式で観客の前に

立ったとき，久兵衛さんはどん

な気持ちだったでしょう。 

５代目久兵衛さんの仙台市民のた

めに遺志を引き継ぐことにした思い

に気付かせる。 

久兵衛さんの開発を進めるべきか

どうか葛藤する気持ちに共感させる。 

久兵衛さんの自分のやりたいこと

を成し遂げた気持ちに共感させる。 

郷
土
愛
・
愛
国
心 

勤
労
・
社
会
へ
の
奉
仕 

・仙台のためにやろう 

・誰かがやらなくてはいけない。 

・このままでは結核が広がってしま    

う。 

不
と
う
不
屈 

久兵衛さんは越路山を市民に喜ばれるも

のにするにはどうしたらよいか考え，野

球場やテニスコートを造ることに決め

た。そのことを考えると久兵衛さんはわ

くわくしてきた。 

・仙台市民のためにやるぞ。 

・早く造りたいな。 

・みんなの喜ぶ顔が見たい。 

越路山を開発することを決め

た久兵衛さんはどんな気持ちだ

ったでしょう。 

越路山に施設を造ることに決

め，夢が膨らんでいく久兵衛さん

の気持ちに共感させる。 

 


